
農　業
Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ

水　産
Ｆｉｓｈｅｒｉｅｓ

林　業
Ｆｏｒｅｓｔｒｙ

公益社団法人

富山県農林水産公社の概要

当公社は、農業経営基盤の強化促進、森林の整備活用、栽培漁業の推進その他農林水産業の振興に係る事業を実施す
るとともに、有峰森林文化村に関する事業を展開し、もって農林水産業の総合的振興、農山漁村地域の活性化及び環
境の保全に寄与することを目的としています。

　本県沿岸漁業の振興を図るため、栽培漁業の推進、漁業担い手の確保育成、漁業者等が取
り組む水産資源の適切な管理措置や水産物の付加価値向上対策への支援等を行っています。

　富山湾の沿岸漁業生産量の約8割を占める定
置網漁業において、原因者が特定できない船舶
乗り切り被害が発生した場合の支援や、沿岸漁
業の生産基盤である富山湾の漁場環境を保全す
るため、漁業団体等が行う海岸や漁場の清掃活
動等を支援しています。

　富山湾の水産資源の増大を図るため、滑川市
と氷見市にある２箇所の栽培漁業センターにお
いて、ヒラメ、アワビ、クロダイ、クルマエビ
の放流用種苗を生産し漁業団体等に配付してい
ます。

　沿岸漁業の円滑な操業の確保と漁家等の経営
安定に資するため、求人や求職情報の提供を行
うとともに漁業体験研修等を実施するなど、新
規漁業就業者の確保育成に努めています。

　漁業者等が取り組む水産資源の適切な管理措
置（漁具の統一、網目拡大等）や栽培漁業、水
産物の付加価値向上対策等に対し支援を行って
います。

水産資源の増大、担い手育成等

１ 栽培漁業の推進

２ 漁業担い手の確保育成

３ 沿岸漁業の振興

４ 漁場の保全

水産部

滑川栽培漁業センター

定置網漁船に乗船し行う漁業体験研修

殺菌水生成装置を備えたシロエビ漁船

氷見市小境海岸の海浜清掃

公 社 概 要
Map（全体）

Map（本社）

お問い合せ

（農業）
1972年（昭和47年）8月1日
　社団法人富山県農地開発公社設立
1972年（昭和47年）9月1日
　県から農地保有合理化法人の指定を受ける
1995年（平成7年）4月1日
　社団法人富山県農業公社に名称変更
（林業）
1966年（昭和41年）5月6日
　社団法人富山県造林公社設立
1985年（昭和60年）8月27日
　県から森林整備法人の指定を受ける
1994年（平成6年）4月1日
　社団法人富山県森林公社に名称変更
（水産）
1984年（昭和59年）3月30日
　財団法人富山県沿岸漁業振興公社設立
1984年（昭和59年）6月15日
　県から放流効果実証法人の指定を受ける
1998年（平成10年）4月1日
財団法人とやま漁業サービスセンターと統合し、財団法
人富山県水産公社に名称変更

（３公社統合）
2003年（平成15年）4月1日
農業公社及び水産公社を解散し、森林公社を存続法人とし
て３公社を統合、社団法人富山県農林水産公社に名称変更

（森林水産会館管理業務）
2004年（平成16年）4月1日
　財団法人富山県森林水産会館の解散に伴い、会館管理業務を引継ぐ
（公益社団法人へ移行）
2012年（平成24年）4月1日
　公益社団法人富山県農林水産公社に名称変更

・農地の中間管理に関する事業
・農業構造の改善及び農業の近代化に資する事業
・分収造林・育林及び森林の施業受託に関する事業
・森林ボランティアの活動支援に関する事業
・有峰森林文化村に関する事業
・有峰林道の維持管理に関する事業
・栽培漁業の推進に関する事業
・漁業経営の安定に関する事業
・漁業経営指導及び技術指導に関する事業
・農林水産業の担い手育成確保に関する事業
・農林水産に係る情報提供・販路拡大に関する事業
・富山県森林水産会館の管理運営に関する事業

社員数：２９（県、市町村、農林水産団体等）
出捐金：３２９,５２０千円
（内訳）　県　　　　　２６６,７２０千円
　　　　　市町村　　　　４７,２００千円
　　　　　農林水産団体　１５,６００千円

（林業担い手センター）
1994年（平成6年）4月1日
　林業担い手センター設置
1996年（平成8年）12月27日
　県から林業労働力確保支援センターの指定を受ける
（富山県林業カレッジ）
1995年（平成7年）4月7日
　富山県林業カレッジ開校
（とやまの森づくりサポートセンター）
2005年（平成17年）10月3日
　とやまの森づくりサポートセンター設置
（指定管理業務の受託）
2006年（平成18年）4月1日
　県から林業普及センター事業を指定管理者として受託
　県から有峰森林文化公園事業を指定管理者として受託
（農地中間管理機構）
2014年（平成26年）3月31日
　県から農地中間管理機構の指定を受ける
2014年（平成26年）4月1日
　農地中間管理部設置
（とやま農業未来カレッジ）
2015年（平成27年）1月22日
　とやま農業未来カレッジ開校
（スマート農業普及センター）
2021年（令和3年）4月1日
　スマート農業普及センターを設置

設立目的

沿革（法人の変遷） 主な事業

社員及び出捐金

組織図 （令和4年3月現在）

沿革（組織・事業の拡充）

社 員 総 会

理　事　会

事　務　局

森　林　部 事　業　課

管　理　課

魚 津 支 所

富 山 支 所

高 岡 支 所

砺 波 支 所

教　務　課

指　導　課

水　産　部

有峰森林部

監　　　事

理事長 副理事長
専務理事 理事　

経営管理部

農地中間管理部

農　業　部

企画管理課

農地管理課

農業担い手育成課

スマート農業
普及センター

とやま農業未来
カレッジ

林業
担い手センター

富山県
林業カレッジ

とやまの森づくり
サポートセンター

水産振興・
担い手課

滑川栽培
漁業センター

氷見栽培
漁業センター

● 農林水産公社 本社 富山市舟橋北町4-19（森林水産会館内）

● とやま農業未来カレッジ 富山市吉岡108

● スマート農業普及センター 富山市婦中町東本郷101

● 富山県林業カレッジ 立山町吉峰野開3

● 有峰森林文化村 富山市有峰

● 滑川栽培漁業センター 滑川市高塚249

● 氷見栽培漁業センター 氷見市姿15-1

住 所 〒930－0096　富山市舟橋北町4-19　富山県森林水産会館６階

電 話
076-441-7394（経営管理部）　076-441-7395（農地中間管理部）　076-441-7396（農業部）
076-441-5293（森林部）　　　076-431-9595（水産部）
076-444-4481（有峰森林部 5～11月は076-482-1420）

FAX
076-444-3851（経営管理部、農地中間管理部、農業部）
076-432-7086（森林部）　　076-431-9590（水産部）　　076-444-4482（有峰森林部）

公益社団法人 富山県農林水産公社　https://www.taff.or.jp/index.html

富山
合同庁舎あいの風とやま鉄道

高志会館

富山
電気ビル

富山中央
警察署

富山中央
郵便局

富山市役所
県民会館

松 川富山県
警察本部

サンシップ
とやま

北日本
新聞社 富山県庁

教育文化会館
富山総合庁舎

城址公園

商工会議所

電鉄富山駅

北陸新幹線

神
通
川

富山国際会議場

富山駅
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（公社）富山県農林水産公社
（富山県森林水産会館6階）



農　業
Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ

水　産
Ｆｉｓｈｅｒｉｅｓ

林　業
Ｆｏｒｅｓｔｒｙ

公益社団法人

富山県農林水産公社の概要

当公社は、農業経営基盤の強化促進、森林の整備活用、栽培漁業の推進その他農林水産業の振興に係る事業を実施す
るとともに、有峰森林文化村に関する事業を展開し、もって農林水産業の総合的振興、農山漁村地域の活性化及び環
境の保全に寄与することを目的としています。

　本県沿岸漁業の振興を図るため、栽培漁業の推進、漁業担い手の確保育成、漁業者等が取
り組む水産資源の適切な管理措置や水産物の付加価値向上対策への支援等を行っています。

　富山湾の沿岸漁業生産量の約8割を占める定
置網漁業において、原因者が特定できない船舶
乗り切り被害が発生した場合の支援や、沿岸漁
業の生産基盤である富山湾の漁場環境を保全す
るため、漁業団体等が行う海岸や漁場の清掃活
動等を支援しています。

　富山湾の水産資源の増大を図るため、滑川市
と氷見市にある２箇所の栽培漁業センターにお
いて、ヒラメ、アワビ、クロダイ、クルマエビ
の放流用種苗を生産し漁業団体等に配付してい
ます。

　沿岸漁業の円滑な操業の確保と漁家等の経営
安定に資するため、求人や求職情報の提供を行
うとともに漁業体験研修等を実施するなど、新
規漁業就業者の確保育成に努めています。

　漁業者等が取り組む水産資源の適切な管理措
置（漁具の統一、網目拡大等）や栽培漁業、水
産物の付加価値向上対策等に対し支援を行って
います。

水産資源の増大、担い手育成等

１ 栽培漁業の推進

２ 漁業担い手の確保育成

３ 沿岸漁業の振興

４ 漁場の保全

水産部

滑川栽培漁業センター

定置網漁船に乗船し行う漁業体験研修

殺菌水生成装置を備えたシロエビ漁船

氷見市小境海岸の海浜清掃

公 社 概 要
Map（全体）

Map（本社）

お問い合せ

（農業）
1972年（昭和47年）8月1日
　社団法人富山県農地開発公社設立
1972年（昭和47年）9月1日
　県から農地保有合理化法人の指定を受ける
1995年（平成7年）4月1日
　社団法人富山県農業公社に名称変更
（林業）
1966年（昭和41年）5月6日
　社団法人富山県造林公社設立
1985年（昭和60年）8月27日
　県から森林整備法人の指定を受ける
1994年（平成6年）4月1日
　社団法人富山県森林公社に名称変更
（水産）
1984年（昭和59年）3月30日
　財団法人富山県沿岸漁業振興公社設立
1984年（昭和59年）6月15日
　県から放流効果実証法人の指定を受ける
1998年（平成10年）4月1日
財団法人とやま漁業サービスセンターと統合し、財団法
人富山県水産公社に名称変更

（３公社統合）
2003年（平成15年）4月1日
農業公社及び水産公社を解散し、森林公社を存続法人とし
て３公社を統合、社団法人富山県農林水産公社に名称変更

（森林水産会館管理業務）
2004年（平成16年）4月1日
　財団法人富山県森林水産会館の解散に伴い、会館管理業務を引継ぐ
（公益社団法人へ移行）
2012年（平成24年）4月1日
　公益社団法人富山県農林水産公社に名称変更

・農地の中間管理に関する事業
・農業構造の改善及び農業の近代化に資する事業
・分収造林・育林及び森林の施業受託に関する事業
・森林ボランティアの活動支援に関する事業
・有峰森林文化村に関する事業
・有峰林道の維持管理に関する事業
・栽培漁業の推進に関する事業
・漁業経営の安定に関する事業
・漁業経営指導及び技術指導に関する事業
・農林水産業の担い手育成確保に関する事業
・農林水産に係る情報提供・販路拡大に関する事業
・富山県森林水産会館の管理運営に関する事業

社員数：２９（県、市町村、農林水産団体等）
出捐金：３２９,５２０千円
（内訳）　県　　　　　２６６,７２０千円
　　　　　市町村　　　　４７,２００千円
　　　　　農林水産団体　１５,６００千円

（林業担い手センター）
1994年（平成6年）4月1日
　林業担い手センター設置
1996年（平成8年）12月27日
　県から林業労働力確保支援センターの指定を受ける
（富山県林業カレッジ）
1995年（平成7年）4月7日
　富山県林業カレッジ開校
（とやまの森づくりサポートセンター）
2005年（平成17年）10月3日
　とやまの森づくりサポートセンター設置
（指定管理業務の受託）
2006年（平成18年）4月1日
　県から林業普及センター事業を指定管理者として受託
　県から有峰森林文化公園事業を指定管理者として受託
（農地中間管理機構）
2014年（平成26年）3月31日
　県から農地中間管理機構の指定を受ける
2014年（平成26年）4月1日
　農地中間管理部設置
（とやま農業未来カレッジ）
2015年（平成27年）1月22日
　とやま農業未来カレッジ開校
（スマート農業普及センター）
2021年（令和3年）4月1日
　スマート農業普及センターを設置

設立目的

沿革（法人の変遷） 主な事業

社員及び出捐金

組織図 （令和4年3月現在）

沿革（組織・事業の拡充）

社 員 総 会

理　事　会

事　務　局

森　林　部 事　業　課

管　理　課

魚 津 支 所

富 山 支 所

高 岡 支 所

砺 波 支 所

教　務　課

指　導　課

水　産　部

有峰森林部

監　　　事

理事長 副理事長
専務理事 理事　

経営管理部

農地中間管理部

農　業　部

企画管理課

農地管理課

農業担い手育成課

スマート農業
普及センター

とやま農業未来
カレッジ

林業
担い手センター

富山県
林業カレッジ

とやまの森づくり
サポートセンター

水産振興・
担い手課

滑川栽培
漁業センター

氷見栽培
漁業センター

● 農林水産公社 本社 富山市舟橋北町4-19（森林水産会館内）

● とやま農業未来カレッジ 富山市吉岡108

● スマート農業普及センター 富山市婦中町東本郷101

● 富山県林業カレッジ 立山町吉峰野開3

● 有峰森林文化村 富山市有峰

● 滑川栽培漁業センター 滑川市高塚249

● 氷見栽培漁業センター 氷見市姿15-1

住 所 〒930－0096　富山市舟橋北町4-19　富山県森林水産会館６階

電 話
076-441-7394（経営管理部）　076-441-7395（農地中間管理部）　076-441-7396（農業部）
076-441-5293（森林部）　　　076-431-9595（水産部）
076-444-4481（有峰森林部 5～11月は076-482-1420）

FAX
076-444-3851（経営管理部、農地中間管理部、農業部）
076-432-7086（森林部）　　076-431-9590（水産部）　　076-444-4482（有峰森林部）

公益社団法人 富山県農林水産公社　https://www.taff.or.jp/index.html

富山
合同庁舎あいの風とやま鉄道

高志会館

富山
電気ビル

富山中央
警察署

富山中央
郵便局

富山市役所
県民会館

松 川富山県
警察本部

サンシップ
とやま

北日本
新聞社 富山県庁

教育文化会館
富山総合庁舎

城址公園

商工会議所

電鉄富山駅

北陸新幹線

神
通
川

富山国際会議場

富山駅
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（公社）富山県農林水産公社
（富山県森林水産会館6階）



　農用地利用の効率化及び高度化を一層推進するため、市町村等と連携して、農地中間管理
機構として意欲ある担い手への農地集積等に取り組んでいます。

　森林・林業の振興を図るため、森林資源の造成整備や林業担い手の確保・育成、高度な作
業技術を習得するための研修を行うとともに、県民と森林のふれあいを推進するため、森林
ボランティア等への活動支援を行っています。

　有峰の森林保全と林道を利用する車両の安全を確保するための維持管理を実施するととも
に、有峰の自然を活かした有峰森林文化村の活動を推進しています。

　就農を希望する皆さんに対する相談窓口を開設するとともに、就農準備研修や青年農業者
の技術・技能習得の支援、農業機械研修を通じて、農業の担い手育成に取り組んでいます。

　農地を貸したい出し手から、農地中間管理機
構が中間的受け皿となって農地を借り受け、意
欲ある担い手に貸し付けることで、地域の担い
手に農地を集積・集約化する事業を行っていま
す。

　土地所有者と契約を結び、スギを中心とした
造林を昭和41年度から実施しており、これまで
に約7,500haの森林整備を行っています。
　また、平成20年度からは分収比率の見直しや
契約期間の延長、収入増大にむけたコスト削減
に取り組み、経営の改善に努めています。

　有峰湖周辺の有峰森林約7,000haと総延長約
93kmの有峰林道の維持管理を行っています。
　有峰林道は、有峰ダムや薬師岳登山口へ向か
う道路として、また、立山カルデラの砂防工事
用道路としても利用されています。

　有峰森林文化村活動として、春から秋にかけ
て有峰湖周辺において山の恵みの食体験など各
種行事を開催しており、有峰の自然・文化を紹
介しています。
　有峰ビジターセンターにおいて、有峰を訪れ
る方々に指導員が、有峰湖周辺の遊歩道の案内
や動植物の紹介を行っています。

　林業の現場における若手就業者の確保・育
成を図るため、林業担い手センターを設置し、
「とやまの林業就業ナビ」等による林業就業に
関する情報発信や就業相談会の開催、就業希望
者に対する林業体験の場の提供などの支援を
行っています。
　また、林業従事者や新規就業者を対象に資金
貸付けや「林業人づくり基金」を活用した福利
厚生等の助成支援も行っています。

　林業分野では全国初となる職業能力開発校の
指定を受けた富山県林業カレッジにおいて、高
性能林業機械の利用や森林経営に関する知識や
技能の習得・研修を実施し、森林・林業を取り
巻く情勢の変化に即した人材の育成に取組んで
います。
　また、令和３年度からはＩＣＴによる資源管
理・生産管理を行うスマート林業の推進のため
の研修を行っています。

　県民参加の森づくりを推進するため、とやま
の森づくりサポートセンターにおいて、必要な
資機材の貸出しや技術講習の開催などにより、
森林ボランティアの活動を支援しています。さ
らには、子供たちや県民の方々が森の知識を楽
しく学べる普及事業を実施しています。
　また、過疎化・高齢化などにより、里山の継
続的な管理が困難な地区にはボランティアの派
遣による支援も行っています。

　就農相談では、独立・自営就農、雇用就農の
ための各種情報提供を行うとともに、農業の経
験のない方が農業の基礎知識を収集するための
農業体験や農業法人等での就農前研修を通じた
農業経営技術の習得を支援しています。

　県内での新たな就農者育成のため、とやま農業
未来カレッジ（１年制の研修機関）において、就農
の準備として農業の基礎研修を実施しています。
　卒業後は、農業法人の従業員や自立経営で就農
するほか、一部の研修生は、さらに先進的な農家・
農業法人で研修を継続した後就農しています。

　優れた農業後継者の育成確保を図るため、
県、市町村及び農業団体の出捐により造成され
た「富山県青年農業者育成基金」を活用し、青
年農業者の農業機械の操作資格の取得や組織活
動等を支援しています。

　経営規模拡大を目指し大型農業機械を導入す
る農業者等を対象に、運転技能や安全知識の向
上を図る研修を実施しています。
　また、幅広い年齢層を対象に、今後普及する
スマート農業技術について正しい理解と利活用
を図る研修を実施しています。

①地域内の分散し錯綜した農地利用を整理し担い手ごとに集約化
する必要がある場合等、農地を借り受け

②担い手（法人経営・大規模家族経営・集落営農・企業）がまと
まりのある形で農地を利用できるよう配慮して、貸し付け

③業務の一部を市町村等に委託し、農地中間管理機構を中心とす
る関係者の総力で農地集積等を推進

　本県独自に、県、機構、市町村、市町村農業
委員会、県農業会議、ＪＡ、県土地改良事業団
体連合会、県農業法人協会など関係機関で構成
する「富山県農地中間管理事業連絡協議会」を
設置し、農地等の情報の共有や基本的な協議な
ど、緊密な連携により業務を推進しています。
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県、市町村及び農業団体の出捐により造成され
た「富山県青年農業者育成基金」を活用し、青
年農業者の農業機械の操作資格の取得や組織活
動等を支援しています。

　経営規模拡大を目指し大型農業機械を導入す
る農業者等を対象に、運転技能や安全知識の向
上を図る研修を実施しています。
　また、幅広い年齢層を対象に、今後普及する
スマート農業技術について正しい理解と利活用
を図る研修を実施しています。

①地域内の分散し錯綜した農地利用を整理し担い手ごとに集約化
する必要がある場合等、農地を借り受け

②担い手（法人経営・大規模家族経営・集落営農・企業）がまと
まりのある形で農地を利用できるよう配慮して、貸し付け

③業務の一部を市町村等に委託し、農地中間管理機構を中心とす
る関係者の総力で農地集積等を推進

　本県独自に、県、機構、市町村、市町村農業
委員会、県農業会議、ＪＡ、県土地改良事業団
体連合会、県農業法人協会など関係機関で構成
する「富山県農地中間管理事業連絡協議会」を
設置し、農地等の情報の共有や基本的な協議な
ど、緊密な連携により業務を推進しています。

農地の集積・集約化により農業の担い手を育成 森づくりと林業の担い手確保・育成

有峰の優れた自然を守り活かす

農業経営を担う後継者づくり

１ 農地の集積・集約化の支援
１ 分収造林による森林整備

１ 有峰森林と林道の維持管理

２ 有峰森林文化村の活動

２ 林業担い手の確保・育成

３ 林業技術者の技術力向上

４ 県民の森づくり意識の醸成

１ 就農相談・農業体験の実施

２ 農業担い手の育成

３ 青年農業者への支援

４ 適切な農業機械利用とスマート
　 農業の推進

２ 農業関係者一丸となった推進体制
　 づくり

農地中間管理部 森 林 部

有峰森林部

農 業 部

大区画水田

整備された森林作業道
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「とやまの林業就業ナビ」TOPページ

チェーンソーによる伐木作業研修

森林ボランティアによる森づくり活動

農林漁業就業支援フェアでの就農相談

ICT園芸ハウスでの実習

青年農業者によるプロジェクト発表

スマート農業普及センターでの研修

農地中間管理機構関連農地整備

富山県農地中間管理機構（富山県農林水産公社）
（都道府県に一つ）
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　農用地利用の効率化及び高度化を一層推進するため、市町村等と連携して、農地中間管理
機構として意欲ある担い手への農地集積等に取り組んでいます。

　森林・林業の振興を図るため、森林資源の造成整備や林業担い手の確保・育成、高度な作
業技術を習得するための研修を行うとともに、県民と森林のふれあいを推進するため、森林
ボランティア等への活動支援を行っています。

　有峰の森林保全と林道を利用する車両の安全を確保するための維持管理を実施するととも
に、有峰の自然を活かした有峰森林文化村の活動を推進しています。

　就農を希望する皆さんに対する相談窓口を開設するとともに、就農準備研修や青年農業者
の技術・技能習得の支援、農業機械研修を通じて、農業の担い手育成に取り組んでいます。

　農地を貸したい出し手から、農地中間管理機
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　有峰湖周辺の有峰森林約7,000haと総延長約
93kmの有峰林道の維持管理を行っています。
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関する情報発信や就業相談会の開催、就業希望
者に対する林業体験の場の提供などの支援を
行っています。
　また、林業従事者や新規就業者を対象に資金
貸付けや「林業人づくり基金」を活用した福利
厚生等の助成支援も行っています。
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指定を受けた富山県林業カレッジにおいて、高
性能林業機械の利用や森林経営に関する知識や
技能の習得・研修を実施し、森林・林業を取り
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います。
　また、令和３年度からはＩＣＴによる資源管
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しく学べる普及事業を実施しています。
　また、過疎化・高齢化などにより、里山の継
続的な管理が困難な地区にはボランティアの派
遣による支援も行っています。

　就農相談では、独立・自営就農、雇用就農の
ための各種情報提供を行うとともに、農業の経
験のない方が農業の基礎知識を収集するための
農業体験や農業法人等での就農前研修を通じた
農業経営技術の習得を支援しています。

　県内での新たな就農者育成のため、とやま農業
未来カレッジ（１年制の研修機関）において、就農
の準備として農業の基礎研修を実施しています。
　卒業後は、農業法人の従業員や自立経営で就農
するほか、一部の研修生は、さらに先進的な農家・
農業法人で研修を継続した後就農しています。

　優れた農業後継者の育成確保を図るため、
県、市町村及び農業団体の出捐により造成され
た「富山県青年農業者育成基金」を活用し、青
年農業者の農業機械の操作資格の取得や組織活
動等を支援しています。

　経営規模拡大を目指し大型農業機械を導入す
る農業者等を対象に、運転技能や安全知識の向
上を図る研修を実施しています。
　また、幅広い年齢層を対象に、今後普及する
スマート農業技術について正しい理解と利活用
を図る研修を実施しています。

①地域内の分散し錯綜した農地利用を整理し担い手ごとに集約化
する必要がある場合等、農地を借り受け

②担い手（法人経営・大規模家族経営・集落営農・企業）がまと
まりのある形で農地を利用できるよう配慮して、貸し付け

③業務の一部を市町村等に委託し、農地中間管理機構を中心とす
る関係者の総力で農地集積等を推進

　本県独自に、県、機構、市町村、市町村農業
委員会、県農業会議、ＪＡ、県土地改良事業団
体連合会、県農業法人協会など関係機関で構成
する「富山県農地中間管理事業連絡協議会」を
設置し、農地等の情報の共有や基本的な協議な
ど、緊密な連携により業務を推進しています。
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３ 林業技術者の技術力向上
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１ 就農相談・農業体験の実施

２ 農業担い手の育成

３ 青年農業者への支援

４ 適切な農業機械利用とスマート
　 農業の推進

２ 農業関係者一丸となった推進体制
　 づくり
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農地中間管理機構関連農地整備
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（都道府県に一つ）
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農　業
Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ

水　産
Ｆｉｓｈｅｒｉｅｓ

林　業
Ｆｏｒｅｓｔｒｙ

公益社団法人

富山県農林水産公社の概要

当公社は、農業経営基盤の強化促進、森林の整備活用、栽培漁業の推進その他農林水産業の振興に係る事業を実施す
るとともに、有峰森林文化村に関する事業を展開し、もって農林水産業の総合的振興、農山漁村地域の活性化及び環
境の保全に寄与することを目的としています。

　本県沿岸漁業の振興を図るため、栽培漁業の推進、漁業担い手の確保育成、漁業者等が取
り組む水産資源の適切な管理措置や水産物の付加価値向上対策への支援等を行っています。

　富山湾の沿岸漁業生産量の約8割を占める定
置網漁業において、原因者が特定できない船舶
乗り切り被害が発生した場合の支援や、沿岸漁
業の生産基盤である富山湾の漁場環境を保全す
るため、漁業団体等が行う海岸や漁場の清掃活
動等を支援しています。

　富山湾の水産資源の増大を図るため、滑川市
と氷見市にある２箇所の栽培漁業センターにお
いて、ヒラメ、アワビ、クロダイ、クルマエビ
の放流用種苗を生産し漁業団体等に配付してい
ます。

　沿岸漁業の円滑な操業の確保と漁家等の経営
安定に資するため、求人や求職情報の提供を行
うとともに漁業体験研修等を実施するなど、新
規漁業就業者の確保育成に努めています。

　漁業者等が取り組む水産資源の適切な管理措
置（漁具の統一、網目拡大等）や栽培漁業、水
産物の付加価値向上対策等に対し支援を行って
います。

水産資源の増大、担い手育成等

１ 栽培漁業の推進

２ 漁業担い手の確保育成

３ 沿岸漁業の振興

４ 漁場の保全

水産部

滑川栽培漁業センター

定置網漁船に乗船し行う漁業体験研修

殺菌水生成装置を備えたシロエビ漁船

氷見市小境海岸の海浜清掃

公 社 概 要
Map（全体）

Map（本社）

お問い合せ

（農業）
1972年（昭和47年）8月1日
　社団法人富山県農地開発公社設立
1972年（昭和47年）9月1日
　県から農地保有合理化法人の指定を受ける
1995年（平成7年）4月1日
　社団法人富山県農業公社に名称変更
（林業）
1966年（昭和41年）5月6日
　社団法人富山県造林公社設立
1985年（昭和60年）8月27日
　県から森林整備法人の指定を受ける
1994年（平成6年）4月1日
　社団法人富山県森林公社に名称変更
（水産）
1984年（昭和59年）3月30日
　財団法人富山県沿岸漁業振興公社設立
1984年（昭和59年）6月15日
　県から放流効果実証法人の指定を受ける
1998年（平成10年）4月1日
財団法人とやま漁業サービスセンターと統合し、財団法
人富山県水産公社に名称変更

（３公社統合）
2003年（平成15年）4月1日
農業公社及び水産公社を解散し、森林公社を存続法人とし
て３公社を統合、社団法人富山県農林水産公社に名称変更

（森林水産会館管理業務）
2004年（平成16年）4月1日
　財団法人富山県森林水産会館の解散に伴い、会館管理業務を引継ぐ
（公益社団法人へ移行）
2012年（平成24年）4月1日
　公益社団法人富山県農林水産公社に名称変更

・農地の中間管理に関する事業
・農業構造の改善及び農業の近代化に資する事業
・分収造林・育林及び森林の施業受託に関する事業
・森林ボランティアの活動支援に関する事業
・有峰森林文化村に関する事業
・有峰林道の維持管理に関する事業
・栽培漁業の推進に関する事業
・漁業経営の安定に関する事業
・漁業経営指導及び技術指導に関する事業
・農林水産業の担い手育成確保に関する事業
・農林水産に係る情報提供・販路拡大に関する事業
・富山県森林水産会館の管理運営に関する事業

社員数：２９（県、市町村、農林水産団体等）
出捐金：３２９,５２０千円
（内訳）　県　　　　　２６６,７２０千円
　　　　　市町村　　　　４７,２００千円
　　　　　農林水産団体　１５,６００千円

（林業担い手センター）
1994年（平成6年）4月1日
　林業担い手センター設置
1996年（平成8年）12月27日
　県から林業労働力確保支援センターの指定を受ける
（富山県林業カレッジ）
1995年（平成7年）4月7日
　富山県林業カレッジ開校
（とやまの森づくりサポートセンター）
2005年（平成17年）10月3日
　とやまの森づくりサポートセンター設置
（指定管理業務の受託）
2006年（平成18年）4月1日
　県から林業普及センター事業を指定管理者として受託
　県から有峰森林文化公園事業を指定管理者として受託
（農地中間管理機構）
2014年（平成26年）3月31日
　県から農地中間管理機構の指定を受ける
2014年（平成26年）4月1日
　農地中間管理部設置
（とやま農業未来カレッジ）
2015年（平成27年）1月22日
　とやま農業未来カレッジ開校
（スマート農業普及センター）
2021年（令和3年）4月1日
　スマート農業普及センターを設置

設立目的

沿革（法人の変遷） 主な事業

社員及び出捐金

組織図 （令和4年3月現在）

沿革（組織・事業の拡充）

社 員 総 会

理　事　会

事　務　局

森　林　部 事　業　課

管　理　課

魚 津 支 所

富 山 支 所

高 岡 支 所

砺 波 支 所

教　務　課

指　導　課

水　産　部

有峰森林部

監　　　事

理事長 副理事長
専務理事 理事　

経営管理部

農地中間管理部

農　業　部

企画管理課

農地管理課

農業担い手育成課

スマート農業
普及センター

とやま農業未来
カレッジ

林業
担い手センター

富山県
林業カレッジ

とやまの森づくり
サポートセンター

水産振興・
担い手課

滑川栽培
漁業センター

氷見栽培
漁業センター

● 農林水産公社 本社 富山市舟橋北町4-19（森林水産会館内）

● とやま農業未来カレッジ 富山市吉岡108

● スマート農業普及センター 富山市婦中町東本郷101

● 富山県林業カレッジ 立山町吉峰野開3

● 有峰森林文化村 富山市有峰

● 滑川栽培漁業センター 滑川市高塚249

● 氷見栽培漁業センター 氷見市姿15-1

住 所 〒930－0096　富山市舟橋北町4-19　富山県森林水産会館６階

電 話
076-441-7394（経営管理部）　076-441-7395（農地中間管理部）　076-441-7396（農業部）
076-441-5293（森林部）　　　076-431-9595（水産部）
076-444-4481（有峰森林部 5～11月は076-482-1420）

FAX
076-444-3851（経営管理部、農地中間管理部、農業部）
076-432-7086（森林部）　　076-431-9590（水産部）　　076-444-4482（有峰森林部）

公益社団法人 富山県農林水産公社　https://www.taff.or.jp/index.html

富山
合同庁舎あいの風とやま鉄道

高志会館

富山
電気ビル

富山中央
警察署

富山中央
郵便局

富山市役所
県民会館

松 川富山県
警察本部

サンシップ
とやま

北日本
新聞社 富山県庁

教育文化会館
富山総合庁舎

城址公園

商工会議所

電鉄富山駅

北陸新幹線

神
通
川

富山国際会議場

富山駅
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（公社）富山県農林水産公社
（富山県森林水産会館6階）



農　業
Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ

水　産
Ｆｉｓｈｅｒｉｅｓ

林　業
Ｆｏｒｅｓｔｒｙ

公益社団法人

富山県農林水産公社の概要

当公社は、農業経営基盤の強化促進、森林の整備活用、栽培漁業の推進その他農林水産業の振興に係る事業を実施す
るとともに、有峰森林文化村に関する事業を展開し、もって農林水産業の総合的振興、農山漁村地域の活性化及び環
境の保全に寄与することを目的としています。

　本県沿岸漁業の振興を図るため、栽培漁業の推進、漁業担い手の確保育成、漁業者等が取
り組む水産資源の適切な管理措置や水産物の付加価値向上対策への支援等を行っています。

　富山湾の沿岸漁業生産量の約8割を占める定
置網漁業において、原因者が特定できない船舶
乗り切り被害が発生した場合の支援や、沿岸漁
業の生産基盤である富山湾の漁場環境を保全す
るため、漁業団体等が行う海岸や漁場の清掃活
動等を支援しています。

　富山湾の水産資源の増大を図るため、滑川市
と氷見市にある２箇所の栽培漁業センターにお
いて、ヒラメ、アワビ、クロダイ、クルマエビ
の放流用種苗を生産し漁業団体等に配付してい
ます。

　沿岸漁業の円滑な操業の確保と漁家等の経営
安定に資するため、求人や求職情報の提供を行
うとともに漁業体験研修等を実施するなど、新
規漁業就業者の確保育成に努めています。

　漁業者等が取り組む水産資源の適切な管理措
置（漁具の統一、網目拡大等）や栽培漁業、水
産物の付加価値向上対策等に対し支援を行って
います。

水産資源の増大、担い手育成等

１ 栽培漁業の推進

２ 漁業担い手の確保育成

３ 沿岸漁業の振興

４ 漁場の保全

水産部

滑川栽培漁業センター

定置網漁船に乗船し行う漁業体験研修

殺菌水生成装置を備えたシロエビ漁船

氷見市小境海岸の海浜清掃

公 社 概 要
Map（全体）

Map（本社）

お問い合せ

（農業）
1972年（昭和47年）8月1日
　社団法人富山県農地開発公社設立
1972年（昭和47年）9月1日
　県から農地保有合理化法人の指定を受ける
1995年（平成7年）4月1日
　社団法人富山県農業公社に名称変更
（林業）
1966年（昭和41年）5月6日
　社団法人富山県造林公社設立
1985年（昭和60年）8月27日
　県から森林整備法人の指定を受ける
1994年（平成6年）4月1日
　社団法人富山県森林公社に名称変更
（水産）
1984年（昭和59年）3月30日
　財団法人富山県沿岸漁業振興公社設立
1984年（昭和59年）6月15日
　県から放流効果実証法人の指定を受ける
1998年（平成10年）4月1日
財団法人とやま漁業サービスセンターと統合し、財団法
人富山県水産公社に名称変更

（３公社統合）
2003年（平成15年）4月1日
農業公社及び水産公社を解散し、森林公社を存続法人とし
て３公社を統合、社団法人富山県農林水産公社に名称変更

（森林水産会館管理業務）
2004年（平成16年）4月1日
　財団法人富山県森林水産会館の解散に伴い、会館管理業務を引継ぐ
（公益社団法人へ移行）
2012年（平成24年）4月1日
　公益社団法人富山県農林水産公社に名称変更

・農地の中間管理に関する事業
・農業構造の改善及び農業の近代化に資する事業
・分収造林・育林及び森林の施業受託に関する事業
・森林ボランティアの活動支援に関する事業
・有峰森林文化村に関する事業
・有峰林道の維持管理に関する事業
・栽培漁業の推進に関する事業
・漁業経営の安定に関する事業
・漁業経営指導及び技術指導に関する事業
・農林水産業の担い手育成確保に関する事業
・農林水産に係る情報提供・販路拡大に関する事業
・富山県森林水産会館の管理運営に関する事業

社員数：２９（県、市町村、農林水産団体等）
出捐金：３２９,５２０千円
（内訳）　県　　　　　２６６,７２０千円
　　　　　市町村　　　　４７,２００千円
　　　　　農林水産団体　１５,６００千円

（林業担い手センター）
1994年（平成6年）4月1日
　林業担い手センター設置
1996年（平成8年）12月27日
　県から林業労働力確保支援センターの指定を受ける
（富山県林業カレッジ）
1995年（平成7年）4月7日
　富山県林業カレッジ開校
（とやまの森づくりサポートセンター）
2005年（平成17年）10月3日
　とやまの森づくりサポートセンター設置
（指定管理業務の受託）
2006年（平成18年）4月1日
　県から林業普及センター事業を指定管理者として受託
　県から有峰森林文化公園事業を指定管理者として受託
（農地中間管理機構）
2014年（平成26年）3月31日
　県から農地中間管理機構の指定を受ける
2014年（平成26年）4月1日
　農地中間管理部設置
（とやま農業未来カレッジ）
2015年（平成27年）1月22日
　とやま農業未来カレッジ開校
（スマート農業普及センター）
2021年（令和3年）4月1日
　スマート農業普及センターを設置

設立目的

沿革（法人の変遷） 主な事業

社員及び出捐金

組織図 （令和4年3月現在）

沿革（組織・事業の拡充）

社 員 総 会

理　事　会

事　務　局

森　林　部 事　業　課

管　理　課

魚 津 支 所

富 山 支 所

高 岡 支 所

砺 波 支 所

教　務　課

指　導　課

水　産　部

有峰森林部

監　　　事

理事長 副理事長
専務理事 理事　

経営管理部

農地中間管理部

農　業　部

企画管理課

農地管理課

農業担い手育成課

スマート農業
普及センター

とやま農業未来
カレッジ

林業
担い手センター

富山県
林業カレッジ

とやまの森づくり
サポートセンター

水産振興・
担い手課

滑川栽培
漁業センター

氷見栽培
漁業センター

● 農林水産公社 本社 富山市舟橋北町4-19（森林水産会館内）

● とやま農業未来カレッジ 富山市吉岡108

● スマート農業普及センター 富山市婦中町東本郷101

● 富山県林業カレッジ 立山町吉峰野開3

● 有峰森林文化村 富山市有峰

● 滑川栽培漁業センター 滑川市高塚249

● 氷見栽培漁業センター 氷見市姿15-1

住 所 〒930－0096　富山市舟橋北町4-19　富山県森林水産会館６階

電 話
076-441-7394（経営管理部）　076-441-7395（農地中間管理部）　076-441-7396（農業部）
076-441-5293（森林部）　　　076-431-9595（水産部）
076-444-4481（有峰森林部 5～11月は076-482-1420）

FAX
076-444-3851（経営管理部、農地中間管理部、農業部）
076-432-7086（森林部）　　076-431-9590（水産部）　　076-444-4482（有峰森林部）

公益社団法人 富山県農林水産公社　https://www.taff.or.jp/index.html

富山
合同庁舎あいの風とやま鉄道

高志会館

富山
電気ビル

富山中央
警察署

富山中央
郵便局

富山市役所
県民会館

松 川富山県
警察本部

サンシップ
とやま

北日本
新聞社 富山県庁

教育文化会館
富山総合庁舎

城址公園
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